
（A3:1:1,600）

荒　川

西
野
樋
管

開

平

橋

橘神社・八枝神社などが
沿道にあり、平方河岸・
旧開平橋へ至っていた歴
史性のあるメインルート

どろいんきょ川入、消防訓練等に
対応した水際階段の緩勾配化

側帯中央部より低水護岸天端
にアクセスする動線として川表
階段を追加　

様々な天端活用に対
応できる側帯を整備

景観に配慮した側帯整備のための
擁壁意匠の検討

散策・自転車利用に対
応した堤防天端

開平橋下の通り抜けに
対応した堤防天端

水際まで車両アクセス
可能な坂路を整備

花火観覧、休息利用に対応した低水護岸の
階段化

かわまち整備エリアへのエントランスとなる主要な
階段であるため、幅員を拡げるとともに自転車押し
歩きスロープを併設し、どろいんきょの川入ルート
になることから、歴史性に配慮した設えを検討

景観配慮型ブロック積の例

歴史性に配慮した事例（旧北上川石井水門）

現地での完成状況
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